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※
こ
の
ほ
か
『
国
語
表
現
』（
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
科
目

と
し
て
、
実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、
他
者
と
の
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
資
質
・

能
力
の
育
成
を
重
視
し
て
新
設
し
た
選
択
科
目
）
が
あ
り
ま
す
。

1
年
次

2
・
3
年
次

現代の国語言語文化

論理国語文学国語古典探究

•

「
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ
る
諸
活

 

動
に
必
要
な
資
質・能
力
を
育
成
す
る

 

科
目
。

•

「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読

 

む
こ
と
」の
3
領
域
。

•

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は「
現
代
の
社
会
生

 

活
に
必
要
と
さ
れ
る
論
理
的
な
文
章
お

 

よ
び
実
用
的
な
文
章
」。

•

「
上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き

 

た
我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深

 

め
る
」科
目
。

•

「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

•

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は「
古
文
」「
漢
文
」

 

お
よ
び
小
説
・
詩
歌
な
ど
の「
近
代
以

 

降
の
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
関
す

 

る
文
章
」。

•
主
と
し
て「
思
考
力・判
断
力・表
現
力
等
」

 

の
創
造
的・論
理
的
思
考
の
側
面
の
力
を

 

育
成
す
る
。実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な

 

る
、論
理
的
に
書
い
た
り
批
判
的
に
読
ん

 

だ
り
す
る
資
質・能
力
の
育
成
を
重
視
し

 

た
選
択
科
目
。

•

「
書
く
こ
と
」、「読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

•

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は
、「
近
代
以
降
の
論

 

理
的
な
文
章
及
び
現
代
の
社
会
生
活
に

 

必
要
と
さ
れ
る
実
用
的
な
文
章
」。

•

主
と
し
て「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す

 

る
理
解
」を
よ
り
深
め
る
た
め
、ジ
ャ
ン
ル

 

と
し
て
の
古
典
を
学
習
対
象
と
す
る
。古

 

典
を
主
体
的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を
通

 

し
て
伝
統
と
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
古

 

典
の
重
要
性
を
理
解
し
、自
分
と
自
分
を

 

取
り
巻
く
社
会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意

 

義
や
価
値
に
つ
い
て
探
究
す
る
資
質・能

 

力
の
育
成
を
重
視
し
た
選
択
科
目
。

•

「
読
む
こ
と
」1
領
域
。

•

教
材
は
主
と
し
て
古
典
と
し
て
の
古
文

 

及
び
漢
文
。

•

主
と
し
て「
思
考
力・判
断
力・表
現
力

 

等
」の
感
性・情
緒
の
側
面
の
力
を
育
成

 

す
る
。深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像

 

し
た
り
し
て
、書
い
た
り
読
ん
だ
り
す

 

る
資
質・能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
選

 

択
科
目
。

•

「
書
く
こ
と
」、「読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

•

「
読
む
こ
と
」の
教
材
は「
近
代
以
降
の
文

 

学
的
な
文
章
」。
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二
〇
一
八
年
に
改
訂
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
で
、
必
履
修
科
目
は「
現
代
の
国
語
」
と「
言
語
文
化
」
に
、
選
択
科
目
は

「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」「
国
語
表
現
」「
古
典
探
究
」
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち「
論
理
国
語
」
は
評
論
や
実
用
文

を
扱
い
、「
文
学
国
語
」
は
小
説
な
ど
の
文
学
教
材
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
四
単
位
な
の
で
両
方
を
履
修
す
る
こ

と
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
、「
古
典
探
究
」
も
含
め
、
教
室
で
文
学
教
材
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
、
教
育
現
場
に
不
安
と
困
惑
が

広
が
って
い
ま
す
。

現
在
、
情
報
化
社
会
の
中
で
「
実
用
国
語
」
化
への
動
き
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
今
回
の
指
導
要
領
は
あ
き
ら
か
に
こ
う

し
た
流
れ
に
沿
って
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
に
あ
る
文
章
を「
論
理
」「
実
用
」「
文
学
」
の
三
つ
に
区
分
し
て
科
目
に
分
け
る

と
い
う
発
想
も
、
ま
さ
し
く
こ
れ
に
深
く
関
連
す
る
動
き
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
筑
摩
書
房
の
編
集
委
員
会
は
、「
役
に
立
つ
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
と
根
本
的
な
所
か
ら
捉
え
直
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
の
成
り
立
ち
を
根
源
か
ら
問
い
返
し
、
異
質
な
世
界
や
他
者
への
想
像
力
を
育
ん
で
い
く「
人
文
知
」

は
「
国
語
」
と
い
う
教
科
の
礎
（
い
し
ず
え
）
を
な
す
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
発
想
に
立
ち
、「
論
理
国
語
」
と
「
文
学
国
語
」

の
二
つ
の
科
目
が
相
互
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
って
編
集
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
理
念
と
あ
ら
た
な
時
代
への
要

請
と
が
、
高
い
次
元
で
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
報
化
社
会
の
中
で
こ
そ
、
功
利
的
な
も
の
の
見
方
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
批
判
的
に
相
対
化
し
て
い
く
力
が

求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
は
教
材
の
選
定
や
編
集
に
当
た
って
、
ま
ず
何
よ
り
も
こ
う
し
た
奥
深
い
知
性
を
養
成
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
わ
れ
わ
れ
の
編
集
方
針
に
ご
賛
同
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
学
習
指
導
要
領
と
筑
摩
書
房
の
教
科
書

編
集
委
員
の
こ
と
ば

東
京
大
学　

安
藤　
宏

❶
す
べて
の
教
科
に
おい
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
求
め
ら
れ
てい
ま
す
。

	

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

	

・
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
教
材
を
厳
選
し
ま
し
た
。

	

・「
学
習
の
手
引
き
」
に
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た
り
、

	
			

対
話
に
よ
って
考
え
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
題
を
配
し
ま
し
た
。

	

・
単
元
ご
と
に
「
実
践
」
を
設
け
、
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で

	
			

深
い
学
び
を
導
く
工
夫
を
例
示
し
て
い
ま
す
。

	

・
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
比
べ
読
み
教
材
を
掲
載
し
て
、
深
い
学
び
へ
と
誘
い
ま
す
。

❷「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
と
「
知
識
・
技
能
」
か
ら
成
る

	
			「

資
質
・
能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
てい
ま
す
。

	

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

	

・『
現
代
の
国
語
』『
言
語
文
化
』『
論
理
国
語
』『
文
学
国
語
』『
古
典
探
究
』
と
も
に
、

	
			

収
録
さ
れ
た
教
材
と
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
お
よ
び

	
			「

知
識
・
技
能
」
の
項
目
と
の
関
係
が
一
目
で
わ
か
る
一
覧
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

	

・
す
べ
て
の
単
元
に
扉
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
で
、

	
			

ど
の
よ
う
な
「
資
質
・
能
力
」
を
身
に
つ
け
た
い
か
を
示
す
「
単
元
の
目
標
」
を
掲
示
し
ま
し
た
。

	

・
各
教
材
の
冒
頭
に
「
視
点
」
を
設
け
、
教
材
の
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て

	
			

学
び
た
い
か
を
示
し
ま
し
た
。

筑
摩
書
房
の
国
語
教
科
書

『言語文化』「この教科書で育成する資質・能力」

仮（8）

言語文化　2022供　見本本
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我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
読
書

の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

言
文
一
致
体
や
和
漢
混
交
文
な
ど
歴
史
的
な
文
体

の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特

色
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。

作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開

な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の

歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
。

我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と

外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
。

常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書

き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
。

言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え

る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た

め
に
必
要
な
文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
、

古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

自
分
の
体
験
や
思
い
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
、

文
章
の
種
類
、
構
成
、
展
開
や
、
文
体
、
描
写
、

語
句
な
ど
の
表
現
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

自
分
の
知
識
や
体
験
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決

め
、
集
め
た
材
料
の
よ
さ
や
味
わ
い
を
吟
味
し
て
、

表
現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も
の
の

見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言

語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
。

作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど

と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
る
こ

と
。

本
歌
取
り
や
見
立
て
な
ど
の
我
が
国
の
言
語
文
化

に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
。

時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る

文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古

典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
。

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増

し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、
語
感
を

磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

ウウ カ イイ イオ オ エエ ウオ エアア ア イ ア

B 読むこと A 書くこと （1）言葉の特徴や使い方に関する事項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

◉
こ
の
教
科
書
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

章
番
号

思考力・判断力・表現力等
（2）我が国の言語文化に関する事項

知識・技能

仮（9）
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我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
読
書

の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

言
文
一
致
体
や
和
漢
混
交
文
な
ど
歴
史
的
な
文
体

の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特

色
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
。

作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開

な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の

歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
。

我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と

外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
。

常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書

き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
。

言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え

る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た

め
に
必
要
な
文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
、

古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

自
分
の
体
験
や
思
い
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
、

文
章
の
種
類
、
構
成
、
展
開
や
、
文
体
、
描
写
、

語
句
な
ど
の
表
現
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

自
分
の
知
識
や
体
験
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決

め
、
集
め
た
材
料
の
よ
さ
や
味
わ
い
を
吟
味
し
て
、

表
現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も
の
の

見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言

語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
。

作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど

と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
る
こ

と
。

本
歌
取
り
や
見
立
て
な
ど
の
我
が
国
の
言
語
文
化

に
特
徴
的
な
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
。

時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る

文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古

典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
。

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増

し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、
語
感
を

磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

ウウ カ イイ イオ オ エエ ウオ エアア ア イ ア

B 読むこと A 書くこと （1）言葉の特徴や使い方に関する事項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

◉
こ
の
教
科
書
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力

章
番
号

思考力・判断力・表現力等
（2）我が国の言語文化に関する事項

知識・技能



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

45

●安
藤　
宏　
　
東
京
大
学

井
島
正
博　
　
東
京
大
学

大
橋
賢
一　
　
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

紅
野
謙
介　
　
日
本
大
学

五
味
渕
典
嗣　
早
稲
田
大
学

坂
口
浩
一　
　
東
京
都
立
小
山
台
高
等
学
校

清
水
良
典　
　
愛
知
淑
徳
大
学

関
口
隆
一　
　
筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校

高
田
祐
彦　
　
青
山
学
院
大
学

橘　
直
弥　
　
灘
中
学
校•

高
等
学
校

千
野
浩
一　
　
筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校

仲
島
ひ
と
み　
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学
校

三
上
英
司　
　
山
形
大
学

吉
田　
光　
　
東
京
都
立
竹
早
高
等
学
校

吉
田
幹
生　
　
成
蹊
大
学

◉
幅
広
い
資
質
・
能
力
を
養
い
、
高
校
生
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
厳
選
さ
れ
た
文
章

◉
大
学
入
試
を
意
識
し
た
ト
ピ
ッ
ク
と
筆
者
に
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
評
論
教
材

編
集
委
員
の
こ
と
ば	

《
教
材
の
特
徴
》

①
10
単
元
25
教
材
（
＊
筑
摩
書
房
版
『
精
選
国
語
総
合　
改
訂
版
』
収
録
評
論
よ
り
6
本
増

　
・『
国
語
総
合　
改
訂
版
』
よ
り
12
本
増
）
と
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ップ
。

②
教
材
１
本
に
つ
き
大
学
入
試
を
意
識
し
た
字
数
に
（
２
０
０
０
字
～
４
０
０
０
字
程
度
）。

③
原
則
と
し
て
各
単
元
内
の
教
材
配
列
は
易
➡
難
へ
。

④
最
近
注
目
の
著
者
や
話
題
か
ら
、
評
論
読
解
の
基
本
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
著
者
や
テ
ー
マ
ま
で
、

　
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な
教
材
を
セ
レ
ク
ト
。

⑤
教
室
や
生
徒
に
よ
って
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・
能
力
を
引
き
出
せ
る
奥
の
深
い
教
材
を
厳
選
。

《
授
業
を
支
え
る
工
夫
》

①
学
び
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
役
立
つ
「
単
元
の
目
標
」
と
教
材
ご
と
の
「
視
点
」
を
提
示
。

②
教
材
ご
と
に
学
び
を
深
め
る
「
課
題
」
と
「
言
語
活
動
」
を
提
示
。

③
比
べ
読
み
の
練
習
に
、「
参
考
」
の
文
章
を
適
宜
掲
載
。

④
評
論
読
解
に
必
要
な
知
識
を
コンパ
ク
ト
に
ま
と
め
た
コ
ラ
ム
を
随
時
掲
載
。

⑤
実
用
的
な
知
識
や
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
「
実
践
」
を
す
べ
て
の
単
元
の
末
尾
に
掲
載
。

現
代
の
国
語
（
現
国
7
1
2
）

編
集
の
ポ
イ
ン
ト

現
代
の
国
語　
編
集
委
員

い
ま
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
言
葉
に
は
、
目
に
見
え
な
い
一
定
の
ル
ー
ル
や
約
束
事
が
あ
る
。
水
や

空
気
の
よ
う
に
自
然
に
そ
こ
に
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
「
現
代

の
国
語
」
と
いっ
て
も
偏
り
や
特
性
が
あ
る
し
、
地
域
や
年
齢
、
性
別
、
階
層
、
集
団
、
職
種
な
ど
に

よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
。
署
名
の
あ
る
言
葉
と
署
名
の
な
い
言
葉
で
も
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
そ
の
す
べ
て
を
把
握
し
き
れ
て
い
る
人
は
い
な
い
。
共
通
言
語
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
だ
け
で
、

同
じ
言
葉
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
自
分
と
相
手
が
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
思
春
期
が

家
族
と
自
分
は
同
じ
言
葉
を
共
有
し
て
い
な
い
と
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、
同
じ
言
葉
が

実
は
同
じ
で
は
な
い
と
気
づ
く
こ
と
か
ら
、
言
葉
の
学
び
は
始
ま
る
。

自
分
の
言
葉
が
誰
に
も
通
じ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
孤
独
への
目
覚
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

言
葉
の
自
由
な
使
い
手
に
な
る
に
は
、
他
者
の
言
葉
に
耳
を
す
ま
せ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
探
り
な

が
ら
自
分
の
言
葉
を
く
り
だ
し
て
い
く
し
か
な
い
。
相
手
は
ど
の
よ
う
な
論
理
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
相
手
を
説
得
で
き
る
の
か
。
占
い
の
言
葉
を
信
じ
て
し
ま
う
と
き
、
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
力

が
働
い
て
い
る
の
か
。
こ
わ
ば
り
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
。
言

葉
を
学
ぶ
こ
と
は
、
も
う
一
度
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
世
界
への
入
り
口
な
の
で
あ
る
。

日
本
大
学　

紅
野
謙
介

現
代
の
国
語
大
学
入
試
を
見
据
え
、基
礎
か
ら
発
展
ま
で

着
実
に
身
につ
く
論
理
的
思
考
力・表
現
力・判
断
力
。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

67

現
代
の
国
語

◉
教
材
数
は
充
実
の
25
本
。

◉
基
本
的
に
章
ご
と
の
教
材
は
、易⬅

難
へ
。

◉「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
ア
イ
コ
ン
で
、

　
ど
の
領
域
の「
資
質・能
力
」を
養
う
の
に
適
し
た
教
材
か
が
一
目
瞭
然
。

現代文読解に必要な知識・技能を
詳しいコラムで丁寧に解説。

アクティブ・ラーニング例として、
「実践」を掲載。見開き２ページ。

新学習指導要領になっても
おさえておきたい定番評論。

目
次　
現
国
7
1
2

Ａ
５
判
・
２
５
６
ペ
ー
ジ

目
次

境
界
論

言
語
論

情
報
論

身
体
論

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論 社

会
論

ジ
ェン
ダ
ー
論

生
命
論

贈
与
論

環
境
論

推
論

芸
術
論

新新新新新新新
定
番

定
番

定
番



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

89

現
代
の
国
語
目
次

科
学
技
術
論

経
済
論

レ
ト
リ
ッ
ク

時
間
論

政
治
論

心
理
学

文
化
論リ

ス
ク
論

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
論

論
理
学

メ
ディ
ア
論

当
事
者
論

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

新新新新

「実践」の参考や、教材同士の
比べ読みに適した〈参考〉教材。

「話す・聞く」領域の単元も参考と
なる教材をしっかり提示。

定
番

定
番



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

1011

第 

　 

章
3

 

こ
と
ば
がつ
く
る
女
と
男
―
中
村
桃
子

◆
ジェン
ダ
ー
論
《
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
・
構
築
主
義
》
2
9
0
0
字

「
女
ら
し
さ
／
男
ら
し
さ
」
は
自
明
で
は
な
い
。
構
築
主
義
の
観
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く

説
く
ジェン
ダ
ー
論
。

第 

　 

章
3

 

贈
り
物
と
商
品
の
違
い
―
松
村
圭
一
郎

◆
贈
与
論
《
商
品
化
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
》
3
7
0
0
字

バレン
タ
イ
ン
デ
ー
に
贈
る
チ
ョコ
レ
ー
ト
に
は
、な
ぜ
ラ
ッピ
ン
グ
を
す
る
の
か
。
生
徒
に
と
っ

て
身
近
な
話
題
を
評
論
の
文
脈
に
の
せ
る
と
、
も
の
の
見
え
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
だ

ろ
う
か
。「
論
じ
る
」
と
い
う
こ
と
の
驚
き
を
味
わ
え
る
評
論
。

第 

　 

章
4

 

わ
かってい
る
こ
とい
ないこ
と
―
堀　
正
岳

◆
環
境
論
《
気
候
変
動
、
統
計
》
2
8
0
0
字

そ
も
そ
も
「
地
球
温
暖
化
」
と
は
ど
の
よ
う
な
現
象
な
の
か
。
人
間
は
、
地
球
の
こ
と
が

ど
こ
ま
で
わ
か
って
い
て
、
ど
こ
か
ら
わ
か
って
い
な
い
の
か
。
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
物
事
の

真
実
に
迫
る
、
科
学
者
の
真
摯
な
態
度
に
学
ぶ
。

第 

　 

章
5

 

誰
か
の
靴
を
履
い
て
み
る
こ
と
―
ブレイ
ディ
・
み
か
こ

◆
社
会
論
《
社
会
と
共
同
体
・
貧
困
》
5
2
0
0
字

話
題
作
『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょっ
と
ブ
ル
ー
』
が
教
科
書
に
初
掲
載
。　

生
き
生
き
と
描
か
れ
た
著
者
の
息
子
の
姿
に
、
生
徒
た
ち
も
共
感
し
た
り
、
考
え
た
り
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

第 

　 

章
5

〈
私
〉
時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
―
宇
野
重
規

◆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
《
近
代
化
》
3
9
0
0
字

平
明
な
文
体
で
こ
の
複
雑
な
時
代
を
解
き
ほ
ぐ
す
、
政
治
学
者
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
。
民

主
主
義
の
基
本
は
「
私
た
ち
」
の
問
題
を
話
し
合
う
こ
と
。
で
は
、「
私
た
ち
」
に
は
誰
が

含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。
生
徒
た
ち
と
改
め
て
考
え
た
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
。

第 

　 

章
9

 

主
体
とい
う
物
語
―
小
坂
井
敏
晶

◆
心
理
学
《
心
理
・
無
意
識
》
2
6
0
0
字

主
体
的
決
定
と
い
う
も
の
が
い
か
に
頼
り
な
い
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
心
理
学
的
・
行
動

学
的
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
常
識
を
根
本
か
ら
切
り
崩
す
内
容
で
、
生
徒
に
新
鮮
な

驚
き
を
与
え
る
こ
と
請
け
合
い
の
評
論
。

第 

　 

章
10

 

開
か
れ
た
文
化
―
岡　
真
理

◆
文
化
論
《
多
文
化
主
義
・
他
者
、
差
別
》
3
4
0
0
字

し
ば
し
ば
「
私
は
私
、
あ
な
た
は
あ
な
た
」
と
い
う
思
考
停
止
に
陥
り
が
ち
な
「
文
化
相

対
主
義
」
の
危
険
性
を
ふ
ま
え
、「
文
化
が
違
う
」
と
い
う
こ
と
の
真
の
あ
り
よ
う
を
深

く
見
つ
め
る
。
国
際
化
の
時
代
、
安
易
な
「
異
文
化
理
解
」
の
お
題
目
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

自
分
を
正
し
く
世
界
に
開
い
て
い
く
た
め
の
評
論
。

第 

　 

章
10

 

リ
ス
ク
と
近
代
社
会
―
大
澤
真
幸

◆
リ
ス
ク
論
《
セ
キ
ュ
リ
ティ
と
不
安
》
3
6
0
0
字

選
択
決
定
す
べ
き
事
柄
が
横
溢
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
への
危
惧
は
、
私
た
ち

の
伝
統
的
な
意
思
決
定
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

問
題
を
暴
き
出
す
、
切
迫
し
た
評
論
。

第 

　 

章
4

 

兎
が
自
分
でつづって
語
る
生
活
の
話
―
Ｅ
・
シ
ー
ト
ン
／
内
山
賢
次
訳

◆
推
論
《
帰
納
と
演
繹
》
1
9
0
0
字

克
明
に
記
録
し
た
ウ
サ
ギ
の
足
跡
か
ら
、
自
然
の
物
語
を
推
論
す
る
思
考
の
軌
跡
を
た
ど

る
。
古
典
的
名
著
『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』
か
ら
学
ぶ
推
論
の
楽
し
み
。

第 

　 

章
10

 

名
づ
け
と
所
有
―
西
谷　
修

◆
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
《
西
洋
中
心
主
義
・
先
住
民
・
歴
史
認
識
》
3
7
0
0
字

「
命
名
」
と
い
う
行
為
が
い
か
に
権
力
的
な
も
の
か
。
近
代
か
ら
現
代
ま
で
、
絶
え
る
こ
と

な
く
続
く
支
配
の
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
る
骨
太
な
内
容
。
多
様
な〈
近
代
〉論
を
読
ん
だ
後
の
、

総
決
算
と
し
て
最
適
な
評
論
。

教
材
の
ポ
イ
ン
ト

  

境
目
―
川
上
弘
美

◆
境
界
論
《
具
体
と
抽
象
》
2
1
0
0
字

豊
か
さ
と
同
時
に
、危
険
性
も
秘
め
た「
境
界
」と
い
う
も
の
の
不
思
議
さ
を
論
じ
た
文
章
。

中
学
生
か
ら
高
校
生
へ
と
新
た
な
「
境
目
」
を
踏
み
越
え
る
子
ど
も
た
ち
の
新
学
期
に
ふ

さ
わ
し
い
、
冒
頭
教
材
。

第 

　 

章
1

  

サ
イエンスの
視
点
、
ア
ー
ト
の
視
点
―
齋
藤
亜
矢

◆
芸
術
論
《
二
項
対
立
》
2
9
0
0
字

「
科
学
」の
視
点
と「
芸
術
」の
視
点
は
、対
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
科
学
」の
見
方
と「
芸

術
」
の
見
方
を
二
項
対
立
で
比
較
し
て
、
評
論
の
基
本
形
を
押
さ
え
な
が
ら
、「
問
い
を

生
み
出
す
力
」「
感
動
す
る
力
」
が
出
発
点
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
評
論
。

第 

　 

章
2

 

こ
と
ば
と
は
何
か
―
内
田　
樹

◆
言
語
論
《
分
節
化
》
2
8
0
0
字

ソ
シュー
ルの
学
説
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
記
号
論
を
早
い
段
階
で
き
ち
ん
と
押
さ
え
る
の

に
最
適
な
評
論
。

第 

　 

章
2

 

デ
ジ
タ
ル
社
会
―
黒
崎
政
男

◆
情
報
論
《
メ
ディ
ア
と
権
力
》
2
2
0
0
字

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
社
会
の
問
題
点
・
危
険
性
を
簡
潔
明
快
に
指
摘
す
る
。
高
度
情
報

化
社
会
・
メ
ディ
ア
論
の
基
礎
的
評
論
。

第 

　 

章
2

 

シ
ス
テ
ム
と
変
異
―
中
屋
敷　
均

◆
生
命
論
《
進
化
論
・
生
物
多
様
性
》
2
6
0
0
字

近
年
大
注
目
の
生
物
学
者
に
よ
る
生
命
論
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
が
話
題
の
昨
今
、生
命
と
は
何
か
、

多
様
性
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
基
本
か
ら
き
ち
ん
と
解
説
し
た
評
論
。

第 

　 

章
6

 

魔
術
化
す
る
科
学
技
術
―
若
林
幹
夫

◆
科
学
技
術
論
《
合
理
主
義
・
仮
説
と
反
証
》
2
9
0
0
字

「
科
学
」
は
、
現
代
で
は
「
魔
術
」
以
上
に
理
解
不
可
能
な
領
域
と
化
し
う
る
―
華
麗

な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
通
じ
て
、「
逆
説
」
的
な
議
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
学
べ
る
ス
リ
リ

ン
グ
な
評
論
。

第 

　 

章
6

 

未
来
は
存
在
し
ない
―
野
矢
茂
樹

◆
論
理
学
《
前
提
と
命
題
・
真
と
偽
》
3
0
0
0
字

軽
妙
な
文
体
で
読
者
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
哲
学
者
に
よ
る
、「
当
た
り

前
」
を
疑
う
議
論
。
論
理
学
の
基
本
で
あ
る
「
前
提
」
と
「
命
題
」、「
真
」
と
「
偽
」

に
つ
い
て
、
扱
う
こ
と
が
で
き
る
評
論
。

第 

　 

章
6

 

マル
ジャ
ー
ナ
の
知
恵
―
岩
井
克
人

◆
経
済
論
《
情
報
社
会
と
差
異
》
2
3
0
0
字

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
物
語
を
例
に
、「
情
報
」
そ
し
て
「
資
本
主
義
」
と
い
う
も
の
の
本

質
を
華
麗
に
解
説
。

第 

　 

章
7

 

ポ
ス
ト
真
実
時
代
の
ジャ
ー
ナ
リ
ズム
―
国
谷
裕
子

◆
メ
ディ
ア
論
《
メ
ディ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
》
2
4
0
0
字

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
番
組
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ップ
現
代
」
で
メ
イ
ン
キ
ャス
タ
ー
を
務
め
た
著
者
に
よ

る
メ
ディ
ア
論
。
現
代
人
が
直
面
す
る
「
フ
ァ
ク
ト
」
と
は
何
か
、と
い
う
問
題
や
、メ
ディ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
る
好
教
材
。

第 

　 

章
7

 

会
話
と
対
話
―
長
田　
弘

◆
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
論
《
公
共
圏
と
親
密
圏
》
1
8
0
0
字

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション
と
は
、
た
ん
に
言
葉
を
交
わ
す
だ
け
で
成
立
す
る
も
の
な
の
か
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ション
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
昨
今
、
話
し
合
い
の
姿
勢
を
詩
人
か
ら
学
ぶ
。

第 

　 

章
7

 

記
憶
す
る
体
―
伊
藤
亜
紗

◆
当
事
者
論
《
認
知
・
感
覚
・
記
憶
》
4
1
0
0
字

視
覚
障
害
を
持
つ
人
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
自
ら
を
取
り
巻
く
世
界
を
再
発
見
し

た
筆
者
が
そ
の
世
界
を
、
読
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
の
多
い
教
材
。

第 

　 

章
8

 

贅
沢
の
条
件
―
山
田
登
世
子

◆
時
間
論
《
物
語
・
豊
か
さ
》
2
4
0
0
字

「
近
代
（
＝
情
報
社
会
）」
と
「
前
近
代
（
＝
ゆ
っ
た
り
し
た
贅
沢
な
時
間
）」
と
い
う
二

項
対
立
を
用
い
た
時
間
論
。
一
年
生
に
ぴ
っ
た
り
の
内
容
と
構
成
。

第 

　 

章
8

 

瓦
を
解
か
ないこ
と
―
堀
江
敏
幸

◆
レ
ト
リ
ッ
ク
《
メ
タ
フ
ァ
ー
と
メ
ト
ミ
ニ
ー
》
1
8
0
0
字

「
瓦
」
と
い
う
モ
ノ
の
あ
り
方
に
着
目
し
て
、
震
災
後
の
現
代
社
会
の
あ
り
よ
う
・
あ
る
べ

き
形
を
語
っ
た
、
骨
の
あ
る
文
章
。
連
想
か
ら
連
想
へ
と
飛
躍
す
る
、
詩
的
な
文
章
を
読

み
こ
な
す
力
を
つ
け
ら
れ
る
随
想
的
教
材
。

第 

　 

章
9

 

来
る
べき
民
主
主
義
―
國
分
功
一
郎

◆
政
治
論
《
社
会
契
約
・
主
権
者
》
3
0
0
0
字

若
手
評
論
家
の
政
治
論
を
収
録
。
評
論
と
い
う
よ
り
は
、「
民
主
主
義
の
原
理
を
説
明
し

た
解
説
文
」
と
いっ
た
内
容
で
、
民
主
主
義
の
特
性
が
的
確
に
理
解
で
き
る
。
選
挙
権
を

も
つ
年
齢
に
達
す
る
ま
で
に
、
民
主
主
義
の
根
幹
に
ふ
れ
ら
れ
る
教
材
。

第 

　 

章
3

 

身
体
、
こ
の
遠
き
も
の
―
鷲
田
清
一

◆
身
体
論
《
心
身
二
元
論
・
自
意
識
》
3
9
0
0
字

「
身
体
」
と
「
自
己
」
と
の
複
雑
な
関
係
性
を
豊
富
な
具
体
例
と
巧
み
な
比
喩
で
論
じ
た
、

身
体
論
の
定
番
教
材
。

《　
》内
は
キ
ー
ワ
ー
ド



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

1213

各単元で主に身につけたい「資質・能力」を
示すアイコンを扉ごとにつけてあります。

教
材
ご
と
の「
課
題
」と
単
元
ご
と
の「
実
践
」を
掲
示
。単
元
で

身
に
つ
け
る「
資
質・能
力
」の
内
容
が
分
か
り
ま
す
。

身につけたい資質・能力について、学びの見通しを立てやすくするため、
すべての教材の冒頭に掲載しています。

各単元の「目標」を章扉に提示しました。
単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

◉
単
元
の
扉�

単
元
ご
と
に
章
扉
を
つ
け
ま
し
た
。

教
科
書
の
特
色

単元の目標

「資質・能力」アイコン

課
題
・
実
践

視点

◉
お
す
す
め
の
教
材
❶

生
命
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、最
新
の
知
見
を
取
り
上
げ
た
、本
教
科
書
か
ら
掲
載
の
新
教
材
。

分
子
生
物
学
の
研
究
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
生
命
論
。「
生
命
」と
は
、「
多
様
性
」と
は
何
か
、

と
い
う
問
題
を
根
本
的
に
か
つ
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ま
す
。�〈	

第
２
章　
評
論
文
への
招
待	
〉�



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

1415

適
宜
図
版
を
挿
入
し
、本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、図
版
を
読
み
取
る
力
を
養
い
ま
す
。

文脈を理解する上でポイント
となる部分は簡潔な脚問を通
して確認。

文章を理解する上で必要な情報を掲載。

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
本文フォント

図
版

脚問

脚注



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

1617

教
材
理
解
を
深
め
る
図
版
や
写
真
を
適
宜
掲
載
。

覚えておきたい熟語や成句・慣用句は見開きごとに整理。

写
真

重要語句



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

1819

著者紹介の末尾には、より深く学びたい生徒のために、著者の代表的著作を
紹介して、読書活動に配慮しました。

教材冒頭の「視点」に対応して、各教材を
通じて身につけたい課題を示しました。

教材の理解に役立つポイントを、
問いの形式で示しました。

本文中の常用漢字から、学ぶべき漢字を選び、
本文中の使われ方以外の熟語を示しました。

教材を手掛かりにして、教室で実践できる
「言語活動」を掲示しました。

主な著書言語活動

重要漢字

課題

確認

「
課
題
」「
言
語
活
動
」「
確
認
」「
重
要
漢
字
」で

構
成
し
ま
し
た
。

学
習
の
手
引
き



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

2021

教材理解を助ける地図などの図版を適宜掲載しました。

linkマークのある教材は、インターネット上に参考資料があり
ます。教科書「凡例」ページのＱＲコードもしくはＵＲＬを開くと、
小社ホームページの「参考資料一覧」に遷移し、各種参考資料
へのリンクが掲載されています。

図版
現
代
の
国
語

linkマーク

◉
お
す
す
め
の
教
材
❷

教
科
書
初
収
録
教
材
。話
題
作『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、ち
ょっ
と
ブ
ル
ー
』か
ら
。

実
体
験
を
伝
え
る
文
章
な
が
ら
、ま
る
で
小
説
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
世
界
が
眼
前
に
広
が
る
、

み
ご
と
な
表
現
力
に
注
目
。	〈	

第
５
章　
「
話
し
合
い
」か
ら「
議
論
」へ	

〉



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

2223

◉
お
す
す
め
の
教
材
❹

安
定
の「
言
語
論
」。ソ
シ
ュ
ー
ル
が
説
い
た
言
語
の
仕
組
み
を
、わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

〈	

第
２
章　
評
論
文
への
招
待	

〉

◉
お
す
す
め
の
教
材
❸

教
科
書
初
収
録
教
材
。基
礎
的「
贈
与
論
」。生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
を
、

評
論
の
文
脈
に
の
せ
る
と
、も
の
の
見
え
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

「
論
じ
る
」と
い
う
こ
と
の
驚
き
を
味
わ
え
る
好
評
論
。	〈	

第
３
章　
こ
と
ば
で
伝
え
る
思
い
と
考
え	

〉



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

2425

◉
評
論
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
「
第
２
章　
評
論
文
への
招
待
」の
末
尾
で
は
、評
論
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

◉
お
す
す
め
の
教
材
❺
「
サ
イ
エ
ン
ス
」と「
ア
ー
ト
」。一
見
、二
項
対
立
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、出
発
点
は
同
じ
で
あ
る
、

と
い
う
筆
者
の
指
摘
か
ら
、新
し
い
視
点
に
つ
い
て
説
得
力
を
持
っ
て
伝
え
る
評
論
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

�〈�

第
１
章　
問
う
こ
と
、語
る
こ
と	

〉



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

2627

◉
実
践
❶

す
べ
て
の
単
元
の
末
尾
に
、「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」三
領
域
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
例
と
し
て
、�

「
実
践
」を
掲
載
。「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」に
役
立
ち
ま
す
。

具
体
的
な
手
順
を「
レ
ッ
ス
ン
」や「
活
動
例
」「
発
展
」と
し
て
示
し
ま
し
た
。

本
の「
ポ
ッ
プ
」は
、実
際
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
を
も
と
に
高
校
生
に
募
集
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。ま
さ
に
実
用
的
な「
実
践
」で
す
。

活
動
例

高校生や読者から寄せられたコメントをもとに筑摩書房が
実際に書店店頭用に作成したパネルです。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

2829

◉
実
践
❷

「
読
む
」の「
実
践
」で
は
、教
科
書
掲
載
の
教
材
を
用
い
て
、具
体
的
な
手
順
を
示
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
ティ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
例
と
し
て
の「
実
践
」を
通
し
て「
読
む
」力
を
よ
り
鍛
錬
で
き
ま
す
。

複数教材を比べ読みできるように、参考教材
を随所にいれました。

参考



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

3031

◉
コ
ラ
ム

◉
読
書
案
内

グ
ラ
フ
の
読
み
と
り
な
ど
、『
現
代
の
国
語
』を
学
ぶ
上
で
欠
か
せ
な
い
知
識
は
、

豊
富
な
図
版
と
と
も
に
コ
ラ
ム
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
話
す・聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て
、

よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
役
立
つ
書
籍
を
紹
介
し
ま
し
た
。

大学入試で注目のグラフの読み取りにも配慮しています。
図版資料



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

3233

い
ま
か
ら
一
五
〇
年
ほ
ど
前
、
日
本
は
近
代
国
家
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
が
、
言
葉
は
今
よ
り
も
っ
と
ば
ら
ば
ら
で
、
互
い
に
通

じ
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
話
し
言
葉
に
は
方
言
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
し
、
も
っ
と
複
雑
だ
っ
た
。
書
き
言
葉
で
は
、
漢
文
を
公

式
の
文
章
語
に
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
候
文
を
日
常
的
に
使
っ

て
い
る
人
も
い
た
。
そ
も
そ
も
ま
だ
文
字
を
知
ら
な
い
人
も
い

た
。
そ
れ
が
夏
目
漱
石
や
樋
口
一
葉
の
時
代
で
あ
っ
た
。
今
の
言

葉
に
近
づ
い
て
く
る
の
は
一
九
二
〇
年
頃
の
こ
と
。
さ
ら
に
多
く

の
人
々
が
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
な
の

で
あ
る
。
言
葉
に
は
こ
う
し
た
錯
綜
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
歴
史

と
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
言
葉
が
変
化
す
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
そ
う
、
言
葉
は
つ
ね
に
変
化
す

る
。
最
終
形
は
ま
だ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
や
文
化
を
知

る
必
要
が
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
未
来
の
言
葉
は
、
過
去
と
現

在
を
接
続
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

教
材
本
位
|
そ
れ
が
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
も
変
わ

る
こ
と
の
な
い
私
た
ち
の
方
針
で
あ
る
。
一つ
一つ
の
教
材
を
深
く

読
み
込
む
こ
と
こ
そ
が
、
国
語
の
力
を
育
て
る
核
と
な
る
と
信
じ

る
か
ら
で
あ
る
。
古
文
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャン
ル
の
教
材
に
よ
っ

て
古
典
の
世
界
の
豊
か
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
文
学
史
の
的
確

な
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
漢
文
は
、
親
し
み
や
す
い
教

材
を
多
く
と
り
あ
げ
、
日
本
の
言
語
文
化
に
と
って
重
要
な
漢
文

の
世
界
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
い
ず
れ
も
、「
国
語

総
合
」
で
支
持
を
受
け
て
き
た
定
番
教
材
と
単
元
構
成
を
十
分

に
生
か
し
な
が
ら
編
成
し
て
、
生
徒
が
古
典
の
言
葉
と
じ
っ
く
り

向
き
あ
う
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
世
界
が
開
け
る
よ
う
な
教
科
書
づ

く
り
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
古
文
と
漢
文
、
古
典
と
現
代
文
と
の

間
に
も
連
絡
を
図
り
、「
言
語
文
化
」
と
い
う
科
目
全
体
への
目
配

り
も
怠
って
い
な
い
。
新
学
習
指
導
要
領
への
対
応
に
も
種
々
工
夫

を
凝
ら
し
た
が
、
教
材
そ
の
も
の
を
大
切
に
す
る
基
本
を
堅
持
し

つつ
、
安
心
し
て
使
って
い
た
だ
け
る
教
科
書
に
な
って
い
る
は
ず
で

あ
る
。

●安
藤　
宏　
　

東
京
大
学

井
島
正
博　
　

 

東
京
大
学

大
橋
賢
一　
　

 

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

紅
野
謙
介　
　

 

日
本
大
学

五
味
渕
典
嗣　
早
稲
田
大
学

坂
口
浩
一　
　

 

東
京
都
立
小
山
台
高
等
学
校

清
水
良
典　
　

 

愛
知
淑
徳
大
学

関
口
隆
一　
　

 

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校

高
田
祐
彦　
　

 

青
山
学
院
大
学

橘　
直
弥　
　
灘
中
学
校•

高
等
学
校

千
野
浩
一　
　

 

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校

仲
島
ひ
と
み　 

国
際
基
督
教
大
学
高
等
学
校

三
上
英
司　
　

 

山
形
大
学

吉
田　
光　
　

 

東
京
都
立
竹
早
高
等
学
校

吉
田
幹
生　
　

 

成
蹊
大
学

◉
古
典
（
古
文
・
漢
文
）
は
、
定
番
教
材
を
中
心
に
据
え
て
基
本
を
重
視
し
ま
し
た
。

◉
現
代
文
は
、
言
語
文
化
の
本
質
に
迫
る
教
材
を
厳
選
し
ま
し
た
。

《
教
材
の
特
徴
》

①
古
文
教
材
は
、
散
文
25
本
、
韻
文
6
本
。
漢
文
教
材
は
、
散
文
14
本
、
韻
文
10
本
。

　
現
代
文
教
材
は
、
散
文
7
本
（
小
説
３
本
・
随
想
4
本
）、
韻
文
6
本
。

②
入
門
教
材
は
丁
寧
に
解
説
。（
古
文
入
門
・
漢
文
入
門
）

③
古
典
か
ら
現
代
への
流
れ
を
自
然
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
古
典
編
か
ら
現
代
文
編
への
橋
渡
し
と
な
る

　
「
日
本
語
の
変
遷
」
と
い
う
章
を
置
き
ま
し
た
。

《
授
業
を
支
え
る
工
夫
》

①
古
文
編
・
漢
文
編
・
現
代
文
編
と
、
授
業
を
展
開
し
や
す
い
三
編
で
構
成
し
ま
し
た
。

②
学
び
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
役
立
つ
「
単
元
の
目
標
」
と
教
材
ご
と
の
「
視
点
」
を
提
示
。

③
言
語
文
化
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
例
と
し
て
、

　
「
実
践
」
を
す
べ
て
の
単
元
の
末
尾
に
掲
載
。

④
古
文
・
漢
文
の
理
解
に
役
立
つ
コ
ラ
ム（
古
典
文
法
の
窓
・
訓
読
の
き
ま
り
・
送
り
仮
名
の
き
ま
り
な
ど
）
や
、

　
付
録
（
古
語
の
理
解
・
漢
文
句
法
一
覧
）
が
充
実
。

⑤
付
録
に
「
装
束
」「
調
度
」「
中
国
の
文
化
」「
暦
法
」
な
ど
、
授
業
で
使
え
る
カ
ラ
ー
図
版
を
掲
載
。

言
語
文
化
（
言
文
7
1
2
）

編
集
の
ポ
イ
ン
ト

言
語
文
化　
編
集
委
員

編
集
委
員
の
こ
と
ば	

青
山
学
院
大
学　

高
田
祐
彦

日
本
大
学　

紅
野
謙
介

言
語
文
化
基
礎
を
固
め
る
定
番
教
材
を
中
心
に

言
語
文
化
の
本
質
に
迫
る
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な
ラ
イ
ン
ナッ
プ
。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

3435

言
語
文
化
・
古
文
編

◉
古
文
教
材
は
、散
文
25
本
、韻
文
6
本（
俳
諧
含
む
）

◉
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
列
。

傍訳つきで丁寧な導入。

比べ読みに最適な【参考】教材。　古文の理解を深めるコラム。

目
次

新

新

新

新

古文の理解を深めるアクティブ・ラーニング例としての「実践」。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

3637

言
語
文
化
・
漢
文
編

◉
漢
文
教
材
は
、散
文
14
本
、韻
文
10
本

◉
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
列
。

比べ読みに最適な
【参考】教材。

同じ故事成語を二つの出典で
比べ読み。新しい試みです。

漢文学習に必要な知識。

漢文を学ぶ意義や、訓読の
きまりを丁寧に解説。漢文を身近なものとするアクティブ・ラーニング例としての「実践」。

目
次

新新新新



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

3839

言
語
文
化
・
現
代
文
編

◉
現
代
文
教
材
は
、小
説
３
本
、随
想
４
本
、

　
詩
６
本
と
短
歌・俳
句
で
構
成
。

◉
定
番
か
ら
新
教
材
ま
で
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な

　
教
材
を
セ
レ
ク
ト
。

カラー図版満載の
ミニ便覧。

翻訳文学には原文を一部掲載。読み比べて
翻訳文学への理解を深めます。

古語から近代語への変遷についての
理解を助ける章を設けました。

目
次

新新新
定
番

定
番

準
定
番

新新

定
番



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

4041

古
文
の
重
要
語
を
本
文
中
に
＊
印
で
示
し
、

見
開
き
ご
と
に
整
理
し
ま
し
た
。

「
理
解
」「
表
現
」の
二
項
目
に
分
け
て
、

本
文
の
理
解
を
助
け
ま
す
。

身
に
つ
け
た
い
資
質・能
力
に
つ
い
て
、学
び
の

見
通
し
を
立
て
や
す
く
す
る
た
め
、す
べ
て
の

教
材
の
冒
頭
に
つ
け
ま
し
た
。

教
科
書
の
特
色

作品の書かれた時代を年表で分かりやすく示しました。
年表

学
習
の
手
引
き

視
点

重
要
古
語

◉
お
す
す
め
の
教
材（
古
文
編
❶
）
随
想
単
元
で
は
、古
典
文
法
を
整
理
す
る
の
に
最
適
な『
徒
然
草
』を
中
心
に

掲
載
し
ま
し
た
。〈	

古
文
編　
第
４
章　
こ
と
ば
に
表
れ
る
意
思　
随
想
を
読
む（
古
文
）	

〉

◉
単
元
の
扉�

単
元
ご
と
に
章
扉
を
つ
け
ま
し
た
。

各単元で主に身につけたい「資質・能力」を
示すアイコンを扉ごとにつけてあります。

単
元
ご
と
に「
実
践
」を
掲
示
。単
元
で
身
に
つ
け
る

べ
き「
資
質・能
力
」を
育
成
で
き
ま
す
。

各単元の「目標」を章扉に提示しました。古文・漢文・現代文、
それぞれ、単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

単元の目標

「資質・能力」アイコン

実
践



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

4243

◉
古
典
文
法
の
窓
１
～
９
「
古
典
文
法
の
窓
」と
し
て
、古
典
文
法
の
知
識
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

◉
お
す
す
め
の
教
材（
古
文
編
❷
）
古
典
を
論
じ
た
現
代
の
評
論
と
し
て
、『
平
家
物
語
』研
究
の
第
一
人
者
に
よ
る

「
平
家
物
語
論
」を
掲
載
。〈	

古
文
編　
第
５
章　
転
換
期
の
文
体
と
行
動　
軍
記
を
読
む	

〉

文章を理解する上で必要な情報を掲載。

脚注

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
本文フォント



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

4445

補
説
的
事
項
は
脚
注
欄
に
ま
と
め
ま
し
た
。

豊
富
に
掲
載
し
た
例
文
が
、内
容
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

◉
お
す
す
め
の
教
材（
漢
文
編
❶
）
漢
文
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る
、充
実
の
工
夫
。

導
入
の
章
で
は
、漢
文
を
学
ぶ
意
義
や
訓
読
の
き
ま
り
に
つ
い
て
、丁
寧
に
解
説
し
ま
し
た
。

〈
漢
文
編　
第
８
章　
漢
文
への
扉　
漢
文
入
門
〉

漢
文
入
門

脚
注



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

4647

重要な句法を本文中に＊印で示し、
教材ごとに整理。

本
文
の
理
解
を
助
け
る
図
版
を

豊
富
に
掲
載
し
ま
し
た
。

常用漢字体と旧字体（正字）の字画が異
なる場合は、初出に旧字体を示しました。

作品の書かれた時代もしくは場面を年表で分かりやすく示しました。
年表

図
版

旧字体句法のまとめ

◉
お
す
す
め
の
教
材（
漢
文
編
❷
）
漢
文
教
材
は
、理
解
を
助
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

〈	

漢
文
編　
第
９
章　
漢
語
の
特
色　
故
事
成
語
を
読
む	

〉



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

4849

◉
お
す
す
め
の
教
材（
現
代
文
編
❶
）
『
言
語
文
化
』と
い
う
科
目
全
体
を
見
通
す
た
め
に
、古
典
と
現
代
文
を
つ
な
ぐ

「
言
文
一
致
」に
関
す
る
章
を
設
け
ま
し
た
。

教科書編集委員による書き下ろし教材。
言文一致について簡潔に説明しています。 ◉

お
す
す
め
の
教
材（
漢
文
編
❸
）
教
科
書
と
し
て
は
初
の
試
み
。漢
文
と
古
文
の
架
け
橋
と
し
て
、

「
憲
法
十
七
条
」（
日
本
書
紀
）を
掲
載
し
ま
し
た
。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

5051

脚注欄には適宜、理解を助ける
イラストを入れました。

『言語文化』でもlinkマークのある教材は、インターネット上に
参考資料があります。教科書「凡例」ページのＱＲコードもしく
はＵＲＬを開くと、小社ホームページの「参考資料一覧」に遷移
し、各種参考資料へのリンクが掲載されています。

linkマーク

参考イラスト
言
語
文
化

◉
お
す
す
め
の
教
材（
現
代
文
編
❷
）
定
番
教
材
は
、新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
ま
す
。

〈	

第
14
章　
想
像
力
が
ひ
ら
く
世
界　
小
説
を
読
む	

〉



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

5253

「
羅
生
門
」と
の
比
べ
読
み
教
材
と
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』か
ら
、

小
説
の
も
と
と
な
っ
た
説
話
を
掲
載
。

『言語文化』現代文編の学習に必要な知識や、主体的・
対話的で深い学びへと誘う解説を掲載しました。

本文中の常用漢字より、重要な
漢字は、教材ごとに整理。 ◉

お
す
す
め
の
教
材（
現
代
文
編
❷
）

◉
現
代
文
編【
参
考
】

本
文
理
解
の
助
け
と
な
る「
学
習
の
手
引
き
」が
充
実
。

教
材
の
理
解
を
深
め
、比
べ
読
み
学
習
に
最
適
な「
参
考
」教
材
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「理解」「表現」の二項目に分けて、
本文の理解を補助します。

重要漢字

読解の窓

学習の手引き

参
考



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

5455

現
代
文
編

比
べ
読
み
の
具
体
的
な
手
順
を
示
し
て
、表
現
の
工
夫
や
小
説
の
構
造
な
ど
、

よ
り
深
く
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
実
践

ア
ク
ティ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
例
と
し
て
単
元
ご
と
に
入
れ
た「
実
践
」を
通
し
て
、

「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」に
導
き
ま
す
。

古
文
編

『
徒
然
草
』「
花
は
盛
り
に
」の
参
考
と
し
て
、『
玉
勝
間
』「
兼
好
法
師
が
詞
の
あ
げ
つ
ら
ひ
」を
掲
載
。

比
べ
読
み
の
具
体
的
な
手
順
を「
実
践
」と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

漢
文
編

身
近
な
故
事
成
語
を
調
べ
、学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
の
生
き
た

知
識
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

5657

◉
付
録

◉
読
書
案
内

古
典
常
識（
装
束・調
度・暦
法
）な
ど
、古
典
理
解
に
必
須
の
図
版
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
ミ
ニ
便
覧
。

『
言
語
文
化
』に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、世
界
を
広
げ
る
書
籍
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

指
導
一
覧

5859

教
科
書
収
録
教
材（
現
代
文
）の
筆
者
の
大
学
入
試
出
題
状
況（
一
部
）

＊
青
字
は
教
科
書
本
文
と
同
一
箇
所
、緑
字
は
、教
科
書
本
文
と
同
一
出
典
。

2019

2023
年度

◉『
現
代
の
国
語
』収
録
教
材
の
筆
者
の
大
学
入
試
出
典
一
覧（
一
部
）

◉『
言
語
文
化
』（
現
代
文
分
野
）収
録
教
材
の
筆
者
の
大
学
入
試
出
典
一
覧（
一
部
）

内
田　
樹

国
谷
裕
子

松
村
圭
一
郎

國
分
功
一
郎

小
坂
井
敏
晶

鷲
田
清
一

堀
江
敏
幸

岩
井
克
人

リ
ー
ビ
英
雄

津
島
祐
子

蜂
飼　
耳

黒
崎
政
男

長
田　
弘

ブ
レ
イ
ディ

み
か
こ

中
屋
敷　
均

伊
藤
亜
紗

宇
野
重
規

若
林
幹
夫

中
村
桃
子

山
田
登
世
子

岡　
真
理

大
澤
真
幸

野
矢
茂
樹

西
谷　
修

「
街
場
の
戦
場
論
」―
大
阪
大

『
下
流
志
向
』―
岐
阜
大

「
こ
と
ば
と
は
何
か
」―
麗
澤
大

『
寝
な
が
ら
学
べる
構
造
主
義
』―
九
州
大

『
日
本
辺
境
論
』―
東
海
大・大
阪
大

「
ポ
ス
ト
真
実
時
代
の
ジャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
」―
静
岡
大・熊
本
大

『
文
化
人
類
学
の
思
考
法
』―
静
岡
大

『
中
動
態
の
世
界
』―
明
治
大・慶
應
義
塾
大

『
暇
と
退
屈
の
倫
理
学
』―
慶
應
義
塾
大・龍
谷
大・関
西
大・同
志
社
大

「
中
動
態
か
ら
考
え
る
利
他：責
任
と
帰
責
性
」―
関
西
大

『
神
の
亡
霊
』―
東
京
大

『
民
族
と
い
う
虚
構
』―
静
岡
文
化
芸
術
大・関
西
学
院
大・上
智
大

『
異
邦
人
の
ま
な
ざ
し
』―
立
教
大

『
異
文
化
受
容
の
パラ
ド
ッ
ク
ス
』―
防
衛
大

『
責
任
と
い
う
虚
構
』―
成
蹊
大・畿
央
大・滋
賀
大

「
主
体
と
い
う
物
語
」―
小
樽
商
科
大

「
責
任
―
責
任
概
念
と
近
代
個
人
主
義
」―
早
稲
田
大

『
老
いの
空
白
』―
一
橋
大

『〈
ひ
と
〉の
現
象
学
』―
東
京
経
済
大・明
治
大

『
ひ
と
は
な
ぜ
服
を
着
る
の
か
』―
慶
應
義
塾
大

『
哲
学
の
使
い
方
』―
東
京
都
立
大・山
梨
大・日
本
女
子
大・成
蹊
大

『
し
ん
が
り
の
思
想
』―
早
稲
田
大・鹿
児
島
大・亜
細
亜
大

『
京
都
の
平
熱
』―
早
稲
田
大

『
わ
か
り
や
す
い
は
わ
か
り
に
く
い
？
』―
法
政
大・信
州
大・琉
球
大・

　
明
治
大・青
山
学
院
大・成
蹊
大・筑
波
大・中
央
大

『
つ
か
ふ
―
使
用
論
ノ
ー
ト
』―
広
島
大・早
稲
田
大

「
青
空
の
中
和
の
あ
と
で
」―
東
京
大

『
象
が
踏
ん
で
も
』―
関
西
学
院
大

「
誕
生
日
につい
て
」―
都
立
大

『
回
送
電
車
』―
法
政
大

『
会
社
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
』―
小
樽
商
科
大

『
経
済
学
の
宇
宙
』―
埼
玉
大

「
戦
後
七
〇
年　
日
本
の
立
ち
位
置
は
②
」―
学
習
院
大

「
日
本
資
本
主
義
を「
不
純
」に
」―
中
央
大

『
二
十
一
世
紀
の
資
本
主
義
論
』―
セ
ン
タ
ー
試
験

「
経
済
危
機
の
行
方
」―
九
州
産
業
大

『
日
本
語
を
書
く
部
屋
』―
鳥
取
大・東
京
大・セ
ン
タ
ー
追
試

『
星
条
旗
の
聞
こ
え
な
い
部
屋
』―
山
形
大

「
物
語
る
声
を
求
め
て
」―
京
都
大

「
馬
の
歯
」―
東
京
大

「
崖
の
に
おい
」―
畿
央
大

『
哲
学
者
クロ
サ
キ
の
哲
学
超
入
門
』―
東
洋
英
和
女
学
院
大

『
哲
学
者
クロ
サ
キ
の
哲
学
す
る
骨
董
』―
大
阪
市
立
大・中
京
大

『
な
つ
か
し
い
時
間
』―
法
政
大

「
幸
福
と
い
う
一
語
」―
一
橋
大

『
失
わ
れ
た
時
代
』―
京
都
大

『
詩
人
で
あ
る
こ
と
』―
東
京
大

『
科
学
と
非
科
学
』―
北
海
道
大・東
京
大

『
目
の
見
え
な
い
人
は
世
界
を
ど
う
見
てい
る
の
か
』―
大
阪
府
立
大

『
手
の
倫
理
』―
北
海
道
大・九
州
大

『〈
私
〉時
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』―
椙
山
女
学
園
大・獨
協
大

「
プロ
ジェク
ト
―
未
来
を〈
待
つ
〉た
め
に
」―
学
習
院
女
子
大

『
子
ど
も
た
ち
の
階
級
闘
争
』―
大
阪
府
立
大

『
コロ
ナ
後
の
世
界
を
語
る
』―
早
稲
田
大

『
増
補　
地
図
の
想
像
力
』―
愛
知
大

「
サ
イ
バー
シ
ティ
は『
人
を
自
由
に
す
る
』か
」―
北
海
道
大

『
社
会
学
入
門
一
歩
前
』―
明
治
大

『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』―
早
稲
田
大

『「
女
こ
と
ば
」はつ
く
ら
れ
る
』―
岩
手
大

『
声
の
銀
河
系
』―
奈
良
女
子
大

「『
文
化
が
違
う
』と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
」―
一
橋
大

『
自
由
と
い
う
牢
獄
』―
金
城
学
院
大・東
北
大

『
新
世
紀
のコ
ミュニ
ズ
ムへ
』―
早
稲
田
大

『
大
人
の
た
め
の
国
語
ゼ
ミ
』―
白
百
合
女
子
大

『
心
と
い
う
難
問
』―
大
阪
大・三
重
大・学
習
院
大

『
哲
学
の
謎
』―
大
阪
大

『
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
』―
上
智
大・成
蹊
大・神
戸
大・福
島
大

『
他
者
の
声　
実
在
の
声
』―
成
蹊
大・関
西
学
院
大

『
哲
学・航
海
日
誌
Ⅱ
』―
上
智
大

『
離
脱
と
移
動
』―
早
稲
田
大

『
戦
争
論
』―
大
阪
府
立
大・法
政
大

「
ふ
る
さ
と
、ま
た
は
ソ
ラ
リ
スの
海
」―
関
西
学
院
大

「
名
づ
け
と
所
有
」―
國
學
院
大

「
記
憶
の
満
天
」―
大
妻
女
子
大

『
夜
の
鼓
動
に
ふ
れ
る
』―
麗
澤
大

「
いの
ち
の
か
た
ち
」―
畿
央
大

『　
』は
書
名
、「　
」は
文
章
タ
イ
ト
ル
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四四
ココ
ママ
漫漫
画画
をを
書書
ここ
うう
（（
大大
江江
山山
））  

 

① 

左
の
「
大
江
山
」
の
吹
き
出
し
の
空
欄
に
セ
リ
フ
を
書
き
込
ん
で
み
よ
う
。 

  
 

 
 
 

 

セ
リ
フ
① 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

セ
リ
フ
② 

 

 

② 

「
児
の
そ
ら
寝
」
（
一
九
ペ
ー
ジ
）
「
大
納
言
顕
雅
卿
」
（
二
四
ペ
ー
ジ
）
「
絵
仏
師
良
秀
」
（
二
七
ペ
ー
ジ
）
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
四
コ
マ
漫
画

に
し
て
み
よ
う
。 

             

③ 

②
の
四
コ
マ
漫
画
を
書
く
際
に
、
工
夫
し
た
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。 

             

実
践

第
1
章

「「

構構
成成
」」

をを
意意
識識
しし
てて
作作
品品
へへ
のの

　　
理理
解解
をを
深深
めめ
よよ
うう

　　
ワワ
ーー

クク
シシ
ーー

トト
①①

学年

組

番号

氏名
3

4

2

7

5

6

1
1
字

1
字

2
字

5
字

11
字

2
字

13
字

一
挙
に
崩
れ
る
巨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

「
『
解
』
を
用
い
た
動
詞
の
ほ
う
が
胸
に
響
い
て
く
る
。
」

美
濃
瓦
の
屋
根
に
雨
が
降
る
さ
ま

瓦
の
歴
史

●
「
瓦
」
＝
「

●
「
最
初
の
瓦
」
を
落
と
さ
な
い
こ
と

」

い
ま
必
要
な
こ
と…

…
 

「
一
枚
の
落
ち
よ
う
と
す
る
瓦
を
全
体
が
支
え
て
い
る
」

と
い
う
妄
想

自
然
の
な
か
の
破
れ
を
あ
ら
わ
す
言
葉

●
た
っ
た
一
枚
の
ほ
こ
ろ
び

全
体
の

を
失
わ
せ
る

●
瓦
解
の
後
に
生
じ
る
障
害
物

●
粘
土
瓦
＝
材
質
・
意
匠
・
制
作
者
の
銘
が
残
さ
れ
て
い
る

●
い
っ
た
ん
崩
れ
て
か
ら
多
く
の
情
報
と
な
る
＝

不
吉

●
結
び
目
を
解
き
ほ
ぐ
す
よ
う
に
一
枚
ず
つ
剥
ぎ
と
ら
れ

　
し
か
る
の
ち
に
落
下
　

●
「
瓦
博
士
」

●
日
本
最
古
の
粘
土
瓦
は
ま
だ
瓦
解
せ
ず
生
き
延
び
て
い
る

法
隆
寺
（
飛
鳥
寺
）
・
元
興
寺

一
人
の
人
間
の
言
葉
を
支
え
る
こ
と

を

引
き
受
け
ら
れ
る

「
カ
イ
」

連
想

瓦
解

瓦
礫

連
想

一
方
で

…

し
か
し
、
そ
こ
に
「
瓦
」
を
加
え
る
と

連
想

固
い
も
の
を
解
き
ほ
ぐ
す

時
間
の
経
過
と
過
程

「

」

「

」

第
一
段
「
壊
」
と
「
解
」
「
い
た
る
と
こ
ろ
が
壊
れ
か
け
て
い
る
。
」

第
二
段
「
瓦
解
」
と
「
瓦
礫
」

第
三
段

瓦
解
を
許
さ
な
い
こ
と

全
体
の
構
成
図

『現代の国語』ワークシート化
問題編

第8章_20_全体の構成図_瓦を解かないこと

3校
3月4日提出

指導資料一覧 評価問題・教科書紙面 PDF・実践用ワークシート・ 図解穴埋めワークシート・ルーブリック評価シートなど、さらに充実しました。

❶パソコンに新たなソフトをインストールする必要なし。
　（MicrosoftWord®を利用した全く新しい編集システム）
❷返り点や送り仮名などの訓点・傍線・記号などの入力・加工が簡単にできます。
❸編集システムを利用してオリジナル訓点付き本文も作成できます。

指導書『学習指導の研究』の内容 オンライン指導資料

漢文編集システム

全体を次の項目で構成しています。 指導書『学習指導の研究』を通して、下記のオンライン指導資料が利用できます。

漢文の問題作成も手軽にできます。

■オンライン指導資料

古文・漢文教材には、このほか
に以下の項目があります。

■単元の解説
単元のねらい・教材編集の意図・こ
の単元で身につく能力・資質

■教材のねらい
教材ごとに見開きで指導のポイン
トを解説

■学習指導の展開例
教材の指導計画案（配当時間）・指
導目標・学習活動・指導上の留意点

■出典
■著者（作者）解説
■要旨（主題）
100字・200字の二種

■意味段落の要旨
教材の全体を意味段落による表で
示し、各段落の内容を要約

■全体の構成図
教材本文の流れをチャート形式で
図解（※現代文教材のみ）

■叙述と注解
教材本文の語句の解説や、文脈上
での叙述の解釈

■学習のポイント
授業前のトピックの紹介や、各段落
の要点を整理
（※現代文教材のみ）

■品詞分解　※古文編
■総ルビ付き本文　※古文編
■総ルビ付き訓読（書き下し文）
　※漢文編

■現代語訳　※古文編・漢文編

■発問例／脚問の解答
教科書収録の脚問と、発問例・解答。
各問には難易度を表示

■板書例
授業の要所要所で示す板書例

■キーワード
本文理解に重要なキーワードを解説
（※現代文教材のみ）

■作品解説（鑑賞）
■参考資料
■参考文献
■手引きの解答例・指導上の 
　留意点

動作環境／対応OS：Windows 10,11／対応ソフト：Microsoft Word 2003以降

白
抜
き
ボ
ッ
ク
ス
の

作
成
も
簡
単
で
す
。

実践用
ワークシート

ルーブリック評価シート

図解穴埋めワークシート

指
導
一
覧

周
辺
教
材

現代の国語　（現国712）本体20,000円 論理国語　（論国710）本体34,000円言語文化　（言文712）本体26,000円 文学国語　（文国708）本体34,000円 古典探究　（古探715 / 716）本体36,000円指導資料各種の内容
指導書『学習指導の研究』（A5判） 4分冊 5分冊 5分冊 5分冊 6分冊

指
導
資
料
デ
ー
タ
（
C
D-

R
O
M
）

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料

教科書本文データ 一太郎・Word

—

—

—

—

一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

一太郎・Word — — 一太郎・Word

一太郎・Word — — 一太郎・Word

一太郎・Word — — 一太郎・Word

一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF一太郎・Word・PDF

— ※別売　本体8,000円（3枚組） ※別売　本体6,000円（2枚組）
※別売　本体6,000円 ※別売　本体6,000円 ※別売　本体6,000円

— — 一太郎・Word

一太郎・Word・PDF — — 一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF

一太郎・Word・PDF

訓点付き漢文原文データ

古文品詞分解

漢文書き下し文

古文・漢文現代語訳

〈テスト・評価問題〉基本問題

〈テスト・評価問題〉標準問題

〈テスト・評価問題〉発展問題

〈テスト・プリント〉小テスト問題

— ※別売　本体6,000円（2枚組）
※別売　本体6,000円※別売　本体5,000円

— 一太郎・Word漢文編集システム

一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word一太郎・Word 一太郎・Word授業用プリント
一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF実践用ワークシート

Excel Excel ExcelExcel Excelルーブリック評価シート

PDF — —PDF —図解穴埋めワークシート

デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツデジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ学習link集

朗読CD
指導書分冊『学習指導の研究』PDFファイル版

一太郎・Word

PDF PDF PDFPDF PDF教科書紙面PDF
一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word一太郎・Word 一太郎・Word課題ノートデータ

PDF PDF PDFPDF PDF授業用図版素材



言
語
文
化

現
代
の
国
語

入
試
出
題
状
況

6263

指
導
一
覧

周
辺
教
材

授業をサポートする周辺教材のご案内

準拠課題ノート一覧　学校専売品

朗読CD　  指導資料 デジタル教科書　  指導資料

デジタル教科書関連書　  次の副読本は、筑摩書房版デジタル教科書に関連づけられています。

学校専売品

補助教材集

現代の国語
課題ノート

論理国語 課題ノート

文学国語 課題ノート

古典探究 課題ノート
言語文化
課題ノート

B5判／別冊解答付／
書き込み式／96頁／
本体500円+税
ISBN 978-4-480-91055-4

B5判／別冊解答付／書き込み式／160頁
本体770円+税　ISBN 978-4-480-91056-1

B5判／別冊解答付／書き込み式／144頁
本体770円+税　ISBN 978-4-480-91057-8

B5判／別冊解答付／書き込み式／240頁
本体840円+税　ISBN 978-4-480-91058-5

B5判／別冊解答付／
書き込み式／128頁／
本体550円+税
ISBN 978-4-480-91054-7

ちくま文学講読〈初級編〉

ちくま文学講読〈上級編〉

監修
東京大学　安藤　宏
日本大学　紅野謙介

監修
東京大学　安藤　宏
日本大学　紅野謙介

文学の世界を広げる準教科書。1 年生でもっと文学的文章を生徒に触れさせたい先生方に！

文学の世界を深める準教科書。2・3 年生で必須の文学的文章を扱いたい先生方に！

A5 判／ 128 頁／本体 560 円 + 税／ ISBN 978-4-480-91091-2

A5 判／ 256 頁／本体 900 円 + 税／ ISBN978-4-480-91740-9

*指導資料も完備（別売）*学校専売品
指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD‐ROM）付
A５判／368頁／本体7,000円＋税／ISBN 978-4-480-90584-0

*指導資料も完備（別売）*学校専売品
指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD-ROM）付
A5判／792頁／本体9,000円＋税／ISBN 978-4-480-91744-7
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10のグループで覚える

読解 古文単語343
村田正純・吉田 光 著
※自動問題作成システム（Web版）
B6変型判／256頁／
本体900円＋税／
ISBN 978-4-480-91735-5

現国712 論国710

文国708

古探715・716

言文712

［古文編・漢文編］

言語文化　
学習者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　1   ID
本体1,800円＋税／
ISBN 978-4-480-91099-8

現代の国語　
学習者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　1   ID
本体1,500円＋税／
ISBN 978-4-480-91097-4

論理国語　
学習者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　1   ID
本体1,500円＋税／
ISBN 978-4-480-91100-1

文学国語　
学習者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　1   ID
本体1,500円＋税／
ISBN 978-4-480-91101-8

古典探究  ［古文編・漢文編］
学習者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　1   ID
本体1,700円＋税／
ISBN 978-4-480-91102-5
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言語文化  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID
本体62,000円＋税／ISBN 978-4-480-90579-6

言語文化  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）
本体60,000円+税／ISBN 978-4-480-90580-2

現代の国語  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID
本体52,000円＋税／ISBN 978-4-480-90582-6

現代の国語  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）
本体50,000円+税／ISBN 978-4-480-90581-9

論理国語  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID
本体34,000円＋税／ISBN 978-4-480-90591-8

論理国語  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）
本体32,000円+税／ISBN 978-4-480-90594-9

文学国語  指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID
本体38,000円＋税／ISBN 978-4-480-90592-5

文学国語  指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）
本体36,000円+税／ISBN 978-4-480-90595-6

古典探究   ［古文編・漢文編］  
指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID
本体38,000円＋税／ISBN 978-4-480-90593-2

『古典探究
  （古文編・漢文編）』
朗読CD  2枚組

本体6,000円+税
／ ISBN 978-4-
480-90599-4

『文学国語』
朗読CD  3枚組

本体8,000円+税
／ ISBN 978-4-
480-90598-7

『言語文化』
朗読CD  2枚組

本体6,000円+税
／ ISBN 978-4-
480-90583-3

古典探究    ［古文編・漢文編］
指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）
本体36,000円+税／ISBN 978-4-480-90597-0

詳説 古典文法 改訂版
井島正博 編著 伊藤博美・仲島ひとみ 著
※指導資料・補充問題データCD-ROM
A5判／別冊解答付／176頁／
本体680円＋税／ISBN 978-4-480-91737-9
学校専売品

詳説 古典文法 改訂版

準拠 学習ノート
『詳説古典文法 改訂版』編集委員会 編著  

B5判／別冊解答付／64頁／
本体500円＋税／ISBN 978-4-480-91092-9　
学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版
三上英司 編著 石村貴博・大橋賢一・泊 功 著
※評価問題データCD-ROM
A5判／別冊解答付／224頁／
本体700円＋税／ISBN 978-4-480-91738-6
学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版

準拠 学習ノート
北島大悟 編著  

B5判／別冊解答付／48頁／
本体500円＋税／ISBN 978-4-480-91093-6　
学校専売品



筑摩書房版　教科書の展開例

教科書調査の観点（発行者　143 筑摩）

ち く ま し ょ ぼ う
◉ご注文・見本の請求 営業部／tel. 03（5687）2680
◉内容に関するお問い合わせ 編集部／tel. 03（5687）2674〒111-8755 東京都台東区蔵前2-5-3

1年次 2年次 3年次

現代の国語
［2単位］

言語文化
［2単位］

現
現国 712

言文 712

古典探究［4単位］（2023 年刊行予定）
　2～3年継続使用

文学国語［4単位］（2023 年刊行予定）
　2～3年継続使用

論理国語［4単位］（2023 年刊行予定）
　2～3年継続使用

教科書名 （1）内容

①知識・技能 ②思考力・判断力・表現力
（2）構成・分量 （4）その他

③言語活動

（3）表記・表現および
　  使用上の便宜

現代の国語
（現国712）

言語文化
（言文712）

（１）言葉の特徴や使い方に関す
る事項について理解を深める評
論教材や学習の手引きが充実し
ている。

A　話すこと・聞くことについて
具体的な場面を想定した幅広い学
習活動が示され、十分配慮されて
いる。

主体的対話的で深い学
びを実践する数多くの言
語活動例が示され、十
分配慮されている。

主体的対話的で深い学
びを実践する数多くの言
語活動例が示され、十
分配慮されている。

・教材収録本数が多
く、分野も多岐にわ
たり、教材選択の幅
が広い。

・脚注や地図・図版な
どが適宜掲げられてお
り学習の便宜が図られ
ている。

・意欲的に発掘さ
れた新教材が数
多く掲載されてい
て清新な印象を
受けた。

（2）情報の扱い方について理解
を深め、自ら情報を利用して思
考するための評論教材や言語活
動が充実している。

B　書くこと
書くことの資質・能力に資する教材
が充実しており、十分配慮されて
いる。

・単元ごとに「単元
の目標」が示され、
単元を通しての学習
の見通しが立つよう
に工夫されている。

（3）実社会との関わりを考える
ための読書について、教材ごと
に著者の主な作品が紹介されて
おり、十分配慮されている。

C　読むこと
論理的な文章や実用的な文章につ
いて、根本から問い直し、現代的
な視点から論理的思考を育む教材
が充実している。

A　書くこと
書くことの資質・能力に資する教材
や実践例が充実しており、十分配
慮されている。

（2）我が国の言語文化に関する
知識・技能が身につく古文・漢
文教材や近代以降の文学的な文
章と、言語活動が充実している。

（3）我が国の言語文化への理解
を深める読書について、読書案
内が示されており、十分配慮さ
れている。

B　読むこと
古文・漢文と、近代以降の文学的
な文章について理解し、自らのも
のの見方、感じ方、考え方を深め
る教材が充実している。

・教材ごとに「視点」
が示され、教材を通
して学習の見通しが
たつように工夫され
ている。

・教材ごとに「課題」
と「言語活動」が示
され、資質・能力を
身につけるステップ
が分かりやすい。

・単元ごとに「実践」
が示され、単元を通
じて身につける資質・
能力が明確である。

・教材収録本数が多
く、分野も多岐にわ
たり、教材選択の幅
が広い。

・単元ごとに「単元
の目標」が示され、
単元を通しての学習
の見通しが立つよう
に工夫されている。

・教材ごとに「視点」
が示され、生徒の学
習の見通しがたつよ
うに工夫されている。

・単元ごとに「実践」
が示され、単元を通
じて身につける資質・
能力が明確である。

・手引きや脚問によっ
て理解を深められるよ
う配慮されている。

・評論読解に役立
つコラムがよく整
理されている。

・巻末付録の「古
語の理解」「古典
常識」が授業に役
立ち、評価できる。

・脚注や系図・地図、
手引きや時代区分、脚
問などが適宜掲げられ
ていて効果的である。

・特に絵巻物などのカ
ラー図版が時代・風俗
を理解する際に有効で
ある。

（1）言葉の特徴や使い方につい
て理解を深める古文・漢文教材
や近代以降の文学的な文章と、
学習の手引きが充実している。

「教科書調査の観点」のほか、シラバスなどの資料は、
筑摩書房の教科書サイト「ちくまの教科書」からダウンロードできます。　
https://www.chikumashobo.co.jp/kyoukasho/ 特設サイト


